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Ⅰ 福岡市⺠病院における感染症医療の沿⾰等について 

 

１ 市⺠病院の概要 

福 岡 市 ⺠ 病 院（ 以 下「 市 ⺠ 病 院 」と い う 。）は 、昭 和 6 0 年 １ ⽉ に 、そ の 前 ⾝ で あ
る 第 ⼀ 病 院 に 関 し て 福 岡 市 病 院 事 業 運 営 審 議 会（ 以 下「 本 審 議 会 」と い う 。）か ら「 福
岡 市 ⽴ 第 ⼀ 病 院 の 整 備 に つ い て 」の 答 申 を 得 て 、昭 和 6 0 年 度 か ら 移 転 改 築 事 業 に 着
⼿ し 、平 成 元 年 ３ ⽉ に 竣 ⼯ 。同 年 ５ ⽉ に 名 称 を「 第 ⼀ 病 院 」か ら「 福 岡 市 ⺠ 病 院 」と
改 め 、地 域 医 療 を 基 礎 と し つ つ 地 域 に 不 ⾜ す る ⾼ 度 医 療 、特 に 肝 臓・腎 臓 の 疾 患 に 対
し て 専 ⾨ 的 医 療 を 提 供 す る こ と を 理 念 と し 、1 0 の 診 療 科 と 2 0 0 床 の 病 床 で 開 院 し た 。 

令 和 ３ 年 ５ ⽉ 現 在 、 3 9 7 名 （ 正 規 職 員 の み ） の 職 員 、 1 9 の 診 療 科 と 感 染 症 病 床 ４
床 を 含 む 2 0 4 床 の 病 床 を 有 し て い る 。  

  

 開院⽇  平 成 元 年 ５ ⽉ １ ⽇  

 所在地  福 岡 市 博 多 区 吉 塚 本 町 1 3 番 1 号  

 病院の特⾊ 医 療 計 画 に お け る 4 疾 病（ が ん 、脳 卒 中 、⼼ ⾎ 管 疾 患 、糖 尿 病 ）へ の 対
応 を 中 ⼼ に 、 ⾼ 度 専 ⾨ 医 療 を 提 供 し て い る 。  

 脳 神 経・脳 卒 中 セ ン タ ー（ 脳 神 経 外 科 、神 経 内 科 ）、ハ ー ト セ ン タ ー（ 循
環 器 内 科 ）、I C U（ 集 中 治 療 室 ）、S C U（ 脳 卒 中 ケ ア ユ ニ ッ ト ）、C C U
（ 冠 動 脈 疾 患 治 療 室 ）を 設 置 し 、地 域 に 不 ⾜ す る ⾼ 度 救 急 医 療 を 提 供 し
て い る 。  

 地 域 特 性 に よ り 患 者 が 多 い「 肝 炎 、肝 硬 変 、肝 癌 」の 治 療 、並 び に 腎 臓 、
脊 椎 等 の 疾 患 に 対 し 、専 ⾨ 的 医 療 を 提 供 し 、地 域 に お け る そ れ ぞ れ の セ
ン タ ー 的 役 割 を 果 た し て い る 。  

  新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対 策 特 別 措 置 法 に お け る 指 定 地 ⽅ 公 共 機 関 の 指
定 医 療 機 関 と し て 感 染 症 医 療 機 能 の 充 実 を 図 っ て い る 。  

 診療科⽬  内 科 、消 化 器 内 科 、肝 臓 内 科 、糖 尿 病 内 科 、脳 神 経 内 科 、循 環 器 内 科 、
腎 臓 内 科 、感 染 症 内 科 、外 科 、消 化 器 外 科 、肝 臓 外 科 、整 形 外 科 、脳 神
経 外 科 、⾎ 管 外 科 、眼 科 、⿇ 酔 科 、放 射 線 科 、救 急 科 、リ ハ ビ リ テ ー シ
ョ ン 科 （ 1 9 診 療 科 ）  

 病床数  ２ ０ ４ 床  

 職員数  ３ ９ ７ 名 （ 令 和 ３ 年 ５ ⽉ １ ⽇ 現 在 ）  ※ 正 規 職 員 の み  

  医 師 5 6 名 、 看 護 師 2 5 0 名 、 メ デ イ カ ル ス タ ッ フ 6 9 名 、 事 務 2 2 名  



Ⅰ 福岡市⺠病院における感染症医療の沿⾰等について  

- 2 - 
 

２ 市⺠病院における感染症医療の沿⾰ 

昭 和 5 1 年 ２ ⽉ の 本 審 議 会 答 申 に お い て 、「 本 市 の 医 療 事 情 、市 ⺠ の 医 療 需 要 を 考
慮 し 、 ⼩ 児 医 療 部 ⾨ と 感 染 症 部 ⾨ を も つ ⾼ 度 専 ⾨ 的 な 診 療 を ⾏ う 新 病 院 を 建 設 す る 」
と さ れ 、 昭 和 5 5 年 ９ ⽉ に 「 福 岡 市 ⽴ こ ど も 病 院 ・ 感 染 症 セ ン タ ー 」 が 開 院 し た 。  

同 セ ン タ ー は 県 内 唯 ⼀ の 第 ⼀ 種 感 染 症 指 定 医 療 機 関 、都 市 圏 唯 ⼀ の 第 ⼆ 種 感 染 症 指
定 医 療 機 関 の 役 割 を 担 う が 、そ の 後 、平 成 2 0 年 ６ ⽉ の 本 審 議 会 答 申「 福 岡 市 ⽴ 病 院
の あ り ⽅ に つ い て 」に お い て 、感 染 症 医 療 に つ い て は「 現 実 的 な 対 応 能 ⼒ を 考 え る と 、
よ り ⾼ 次 の 医 療 機 関 で あ る ⼤ 学 病 院 や 国 ⽴ 病 院 で 担 う こ と が 望 ま し い（ 中 略 ）。な お 、
新 型 イ ン フ ル エ ン ザ な ど 重 ⼤ な 感 染 症 へ の 対 策 や 全 市 的 な 医 療 体 制 の 構 築 は 重 要 な
課 題 で あ り（ 中 略 ）市 ⺠ の 不 安 に 応 え ら れ る こ と が で き る よ う 、し っ か り と 取 り 組 ん
で い く こ と が 求 め ら れ る 」と さ れ 、同 セ ン タ ー は 、新 設 の こ ど も 病 院 と は 分 け て 検 討
す る よ う 位 置 づ け ら れ 、 平 成 2 6 年 に こ ど も 病 院 の 移 転 開 院 に 伴 っ て 閉 鎖 さ れ た 。  

そ の ⼀ ⽅ で 市 ⺠ 病 院 に お い て は 、同 年 1 0 ⽉ に 第 ⼆ 種 感 染 症 指 定 医 療 機 関 と し て 指
定 さ れ 、翌 年 ４ ⽉ に 感 染 症 内 科 を 開 設 、結 核 を 除 く ⼆ 類 感 染 症 患 者 の 受 ⼊ 機 関 と な っ
た 。さ ら に 平 成 2 7 年 ６ ⽉ に 、新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対 策 特 別 措 置 法 に 係 る 指 定 地 ⽅
公 共 機 関 と し て 指 定 さ れ た 。  

 

○市⺠病院における第⼆種感染症指定医療機関としての役割 

第 ⼆ 種 感 染 症 指 定 病 床 に つ い て は 、福 岡 地 区 に お い て ６ つ の 医 療 機 関 で 計 2 2 床
が 指 定 さ れ て お り 、 福 岡 市 内 で は 市 ⺠ 病 院 を 含 む 3 つ の 医 療 機 関 で 8 床 が 指 定 さ
れ て い る 。  

⼈ ⼝ 1 0 万 ⼈ 当 た り の 感 染 症 病 床 数 は 、福 岡 0 . 8 床 、北 九 州 1 . 3 床 、筑 豊 2 . 0 床 、
筑 後 2 . 3 床 と な っ て お り 、福 岡 地 区 が も っ と も 少 な く 、そ の 中 に あ っ て 福 岡 市 内 で
最 ⼤ の 4 床 の 感 染 症 病 床 数 を 有 す る 市 ⺠ 病 院 は 、 地 域 の 感 染 症 医 療 の 中 核 を 担 っ
て お り 、特 に 感 染 症 が 発 ⽣ し た 初 期 段 階 の 医 療 体 制 の 構 築 に お い て 、そ の 果 た す 役
割 は ⾮ 常 に ⼤ き い 。  

《福岡県内の第⼆種感染症指定医療機関》 
各 地 区 の  

病 床 数  病 床 数 の 内 訳  

福 岡 地 区   
2 2 床  

福 岡 市 ⺠ 病 院 （ 福 岡 市 ） ４ 床 、 九 州 医 療 セ ン タ ー （ 福 岡 市 ） ２ 床 、
福 岡 ⾚ ⼗ 字 病 院 （ 福 岡 市 ） ２ 床 、  
福 岡 ⼤ 学 筑 紫 病 院 （ 筑 紫 野 市 ） ２ 床 、 福 岡 徳 洲 会 病 院 （ 春 ⽇ 市 ） ２
床 、 福 岡 東 医 療 セ ン タ ー （ 古 賀 市 ） 1 0 床  

北 九 州 地 区  
1 6 床  

北 九 州 市 ⽴ 医 療 セ ン タ ー （ 北 九 州 市 ） 1 6 床  

筑 豊 地 区   
8 床  

⽥ 川 市 ⽴ 病 院 （ ⽥ 川 市 ） ８ 床  

筑 後 地 区   
1 8 床  

聖 マ リ ア 病 院 （ 久 留 ⽶ 市 ） ６ 床 、 新 古 賀 病 院 （ 久 留 ⽶ 市 ） ８ 床 、 筑
後 市 ⽴ 病 院 （ 筑 後 市 市 ） ２ 床 、 ⼤ 牟 ⽥ 病 院 （ ⼤ 牟 ⽥ 市 ） ２ 床  
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Ⅱ 新型コロナ感染症禍における市⺠病院の対応の「検証」 

 ※ 本 書 に お い て は 、 便 宜 的 に 期 間 を 以 下 の と お り 区 分 し て 表 記  
   第 １ 期 ： 令 和 ２ 年 ２ ⽉ か ら ５ ⽉ 末 ま で  

    第 ２ 期 ： 令 和 ２ 年 ６ ⽉ か ら 1 0 ⽉ 末 ま で  
    第 ３ 期 ： 令 和 ２ 年 1 1 ⽉ か ら 令 和 ３ 年 ３ ⽉ 末 ま で  
    第 ４ 期 ： 令 和 ３ 年 ４ ⽉ か ら ６ ⽉ 末 ま で  
    第 ５ 期 ： 令 和 ３ 年 ７ ⽉ か ら ９ ⽉ 末 ま で  
 
１ 福岡市の新型コロナ感染症陽性者の動向 

福 岡 市 の 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 の 陽 性 者 数 は 、福 岡 市 で 初 め て 陽 性 者 が 確 認 さ れ た 令 和
２ 年 ２ ⽉ 2 0 ⽇ か ら 令 和 ３ 年 ９ ⽉ 末 ま で 、 合 計 で 3 4 , 1 7 0 ⼈ と な っ て お り 、 こ れ は 同
期 間 に お け る 福 岡 県 の 陽 性 者 数 の 4 6 % と な っ て い る 。 令 和 ３ 年 ９ ⽉ 末 ま で 、 い わ ゆ
る 感 染 拡 ⼤ の ” 波 ” は ５ 回 あ り 、１ ⽇ の 最 ⼤ の 陽 性 者 数 は 、令 和 ３ 年 ８ ⽉ 1 8 ⽇ の 6 2 5
⼈ で あ る 。  

１ ⽇ 平 均 の 陽 性 者 数 に つ い て は 、 期 別 毎 に 、 第 １ 期 は 3 . 7 ⼈ 、 第 ２ 期 は 1 7 . 8 ⼈ 、
第 ３ 期 は 4 2 . 3 ⼈ 、 第 ４ 期 は 8 1 . 4 ⼈ 、 第 ５ 期 は 1 8 7 . 8 ⼈ と な っ て い る 。  

ま た 年 代 別 で は 、2 0 才 代 が も っ と も 多 い 3 2 % で あ り 、3 0 才 代 以 下 で 全 体 の 6 4 %
を 占 め て い る 。  

 

《福岡市の陽性者数の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

《福岡市の年代別・性別陽性者の割合》 
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２ 市⺠病院の対応の検証 

新 型 コ ロ ナ 感 染 症 禍 に お け る 市 ⺠ 病 院 の 対 応 の 検 証 に 当 た っ て は 、「 新 型 コ ロ ナ 感
染 症 に 対 す る 医 療 の 提 供 」 と 「 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 以 外 の ⼀ 般 医 療 の 提 供 」 に 区 分 し 、
そ れ ぞ れ 外 来 診 療 、 ⼊ 院 診 療 の 項 ⽬ で 評 価 を ⾏ っ た 。  

な お 評 価 に 当 た っ て は 、新 型 コ ロ ナ 感 染 症 に 対 す る 医 療 の 提 供 に つ い て は 、感 染 症
指 定 医 療 機 関 及 び 公 ⽴ 病 院 と し て 相 応 の 取 組 み を ⾏ っ た の か を 、ま た 新 型 コ ロ ナ 感 染
症 以 外 の ⼀ 般 医 療 の 提 供 に つ い て は 、患 者 の 受 ⼊ れ 状 況 や 、医 療 提 供 の 継 続 を 基 準 と
し て ⾏ っ た 。  

 (1 )  新型コロナ感染症に対する医療の提供 

① 外来診療 

ア 福岡市・福岡県の主な対応と市⺠病院が担った部分 

［福岡市・福岡県の主な対応］ 

新 型 コ ロ ナ 感 染 症 の 検 査 に つ い て は 、⾏ 政 依 頼 に よ る 検 査 か ら 実 施 さ れ 、福
岡 市 の 検 査 体 制 は 、 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 が 発 ⽣ し た 直 後 の 令 和 ２ 年 １ ⽉ に お い
て 、流 ⾏ 地 へ の 渡 航 歴 ま た は 感 染 者 と の 接 触 歴 が あ り 、か つ 症 状 の あ る ⼈ を 感
染 症 指 定 医 療 機 関 で 診 療 し て 、疑 わ し い 場 合 の み を 検 査 し て い た が 、同 年 ２ ⽉
１ ⽇ に 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 が 指 定 感 染 症 に 位 置 づ け ら れ た こ と に よ り 、帰 国 者・
接 触 者 外 来 で の 診 療 の う え 、 検 査 は 地 ⽅ 衛 ⽣ 研 究 所 が ⾏ う こ と と さ れ た 。  

そ の 後 、同 年 ３ ⽉ に P C R 検 査 が 保 険 適 ⽤ と な り 、地 ⽅ 衛 ⽣ 研 究 所 以 外 の 医
療 機 関 や ⺠ 間 で の 検 査 も ⾏ 政 依 頼 に よ る 検 査 の ⼀ 環 と さ れ た こ と 、 同 年 ５ ⽉
に 医 師 会 等 へ の 検 査 の 委 託 が 可 能 と な り 、福 岡 市 医 師 会 に P C R セ ン タ ー 開 設
を 委 託 し た こ と 、同 年 ９ ⽉ に か か り つ け 医 に よ る 受 診 相 談 や 診 療・検 査 が 可 能
と な り 、医 師 会 と 集 合 契 約 を 締 結 し た こ と な ど 、⼀ 般 医 療 機 関 で の 診 療・検 査
が 広 く で き る 体 制 と な っ た こ と で ⽇ 々 の 検 査 件 数 が ⼤ き く 増 加 し 、 第 ５ 期 の
１ ⽇ 平 均 の 検 査 件 数 は 、 第 １ 期 と ⽐ べ 、 約 2 4 . 6 倍 と な っ た 。  

 

［市⺠病院が担った部分］ 

市 ⺠ 病 院 で は 、令 和 ２ 年 １ ⽉ か ら 、感 染 症 指 定 医 療 機 関 と し て 帰 国 者・接 触
者 相 談 セ ン タ ー か ら の 患 者 の 受 け ⼊ れ を 、ま た 同 年 ２ ⽉ に 、市 の 要 請 に 基 づ き
帰 国 者 ・ 接 触 者 外 来 を 開 設 し 、 患 者 を 受 け ⼊ れ た 。  
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《福岡市の検査数と陽性者数の推移》 

 

 

イ 新型コロナ感染症禍における評価 

［感染症指定医療機関としての評価］ 

新 型 コ ロ ナ 感 染 症 が 指 定 感 染 症 に 指 定 さ れ る 前 の 令 和 ２ 年 1 ⽉ 2 4 ⽇ か ら 、
疑 似 症 患 者 を 受 け ⼊ れ る な ど 、 発 ⽣ 初 期 か ら 最 前 線 で 対 応 を ⾏ っ た 。  

 

［公⽴病院としての評価］ 

市 の 要 請 に 基 づ き「 帰 国 者・接 触 者 外 来 を 設 置 」し 、発 ⽣ 初 期 か ら ⼀ 般 医 療
機 関 で 診 療・検 査 が 広 く で き る 体 制 が 整 う ま で 、保 健 所 に よ る 疫 学 調 査 結 果 の
濃 厚 接 触 者 の 診 療 も 多 数 実 施 し 、感 染 者 の 早 期 発 ⾒ 、拡 ⼤ 防 ⽌ に あ た る と と も
に 、 市 ⺠ 病 院 の 休 診 ⽇ で あ る ⼟ ⽇ 祝 ⽇ に お い て も 、 そ の 対 応 を ⾏ っ た 。  

 

《福岡市⺠病院における新型コロナ感染症診療件数》 
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《帰国者・接触者相談センター相談件数に対する市⺠病院検査数の曜⽇別割合》 

 

 

ウ 新型コロナ感染症禍における課題 

 ［⼈員体制］ 

⾏ 政 依 頼 に よ る P C R 検 査 が 増 加 し た こ と に 伴 い 、検 体 採 取 医 の 負 担 が 増 え
た が 、こ れ に 対 し 、問 診 票 の ⾒ 直 し や 医 師 事 務 作 業 補 助 者 に よ る 代 ⾏ ⼊ ⼒ 、院
内 医 師 に よ る 応 援 な ど で 対 応 し た 。  

 ［施設・設備］ 

P C R 検 査 を 実 施 す る 場 所 や 、 検 査 を 待 つ 待 機 場 所 が 不 ⾜ し た が 、 こ れ に 対
し 、 降 ⾬ 時 の ⾬ よ け シ ー ト や ⾵ 除 け の 付 い た テ ン ト を 購 ⼊ し て 対 応 し た 。  

 

② ⼊院診療 

ア 福岡市・福岡県の主な対応と市⺠病院が担った部分 

［福岡市・福岡県の主な対応］ 

令 和 ２ 年 ２ ⽉ １ ⽇ に 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 が ⼆ 類 感 染 症 相 当 の 指 定 感 染 症 に 位
置 づ け ら れ た こ と に よ り 、そ の 陽 性 者 に つ い て は 、感 染 症 指 定 医 療 機 関 で 受 け
⼊ れ を ⾏ う こ と と な っ た 。  

同 ⽉ 、国 の 通 知 に よ り 、⼀ 部 の 地 域 で ⼀ 時 的 に 患 者 が 多 数 報 告 さ れ て い る こ
と 等 を 踏 ま え 、感 染 症 指 定 医 療 機 関・指 定 病 床 以 外 で の ⼊ 院 が 可 能 と な っ た 。  

そ の 後 、同 年 ４ ⽉ に は 、軽 症 者 に 係 る 宿 泊 療 養 、⾃ 宅 療 養 が 可 能 と な っ た こ
と か ら 、福 岡 県 で は 同 ⽉ 1 3 ⽇ か ら 、軽 症 者 は 原 則 と し て 宿 泊・⾃ 宅 療 養 の 対
応 を ⾏ っ た 。ま た 同 年 ９ ⽉ に は 、県 に よ る 重 点 医 療 機 関 の 指 定 が 開 始 さ れ た 。  

さ ら に 、新 型 コ ロ ナ 感 染 症 へ の 理 解 が 進 み 、⼀ 般 の 医 療 機 関 で の 受 ⼊ れ が 可
能 な 時 期 に お い て は 、軽 症 の 患 者 を ⼀ 般 の 医 療 機 関 で 受 ⼊ れ す る と と も に 、重
点 医 療 機 関 で 受 け ⼊ れ て い る 重 症・中 等 症 患 者 で 、回 復 し た 患 者 を 他 の 医 療 機
関 が 受 け ⼊ れ る 協 ⼒ 病 院 （ 後 ⽅ ⽀ 援 医 療 機 関 等 ） の 仕 組 み 等 が 構 築 さ れ た 。  
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［市⺠病院が担った部分］ 

新 型 コ ロ ナ 感 染 症 発 ⽣ 初 期 に お い て は 、感 染 症 指 定 医 療 機 関 と し て 、陽 性 患
者 を 受 け ⼊ れ る と と も に 、公 ⽴ 病 院 と し て 、多 く の 新 型 コ ロ ナ 専 ⽤ 病 床 を 設 置
し て 、患 者 を 受 け ⼊ れ た 。ま た 、ま ん 延 期 に お い て は 、重 点 医 療 機 関 と し て 新
型 コ ロ ナ 感 染 症 患 者 を 受 け ⼊ れ た 。  

ま た 、新 型 コ ロ ナ 感 染 症 患 者 の 重 症 度 別 で は 、中 等 症・重 症 患 者 を 中 ⼼ に 受
け ⼊ れ る ⼀ ⽅ で 、市 内 の 即 応 病 床 が 少 な い 時 期 に お い て は 、軽 症 者 も 積 極 的 に
受 け ⼊ れ た 。  

 

《福岡市の新規陽性者数と療養者数の推移》 

 

 

［他の医療機関との関係］ 

福 岡 市 内 の 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 へ の 対 応 に つ い て は 、 感 染 症 指 定 医 療 機 関 で
あ る 九 州 医 療 セ ン タ ー と 市 ⺠ 病 院 、 福 岡 ⾚ ⼗ 字 病 院 が 中 ⼼ と な っ て 陽 性 患 者
の 受 ⼊ れ を ⾏ い な が ら 、 九 州 ⼤ 学 病 院 に お い て は そ れ ぞ れ の 病 院 へ の 感 染 症
専 ⾨ 医 の 派 遣 を 、ま た 福 岡 ⼤ 学 病 院 に お い て は 、E C M O 患 者 の 受 ⼊ れ を ⾏ う
と い う 役 割 分 担 の も と 、各 病 院 同 ⼠ が 密 に 連 絡 を と り あ い な が ら 、そ の 時 々 で
の 対 応 を ⾏ っ て き た 。  
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イ 新型コロナ感染症禍における評価 

［感染症指定医療機関としての評価］ 

発 ⽣ 初 期 か ら 感 染 疑 い の あ る 患 者 や 軽 症 者 も 含 め た 患 者 の 受 ⼊ れ を 積 極 的
に ⾏ っ た 。そ の 後 、他 の 医 療 機 関 で 軽 症 者 の 受 ⼊ れ が 可 能 に な っ た こ と に 伴 い 、
市 ⺠ 病 院 は 県 の 重 点 医 療 機 関 と し て 、中 等 症・重 症 患 者 を 中 ⼼ に 受 け ⼊ れ た 。  

 

［公⽴病院としての評価］ 

発 ⽣ 初 期 に お い て は 、 ⼀ 般 病 床 の ⼀ 部 を 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 専 ⽤ 病 床 に 転 化
し 、福 岡 県 の 確 保 病 床 の 約 １ 割 と な る 3 2 床 を 確 保 す る な ど 、2 0 4 床 の 市 ⺠ 病
院 に お い て 県 内 最 ⼤ の 専 ⽤ 病 床 を 確 保 し 、 福 岡 地 区 で も っ と も 多 く の 新 型 コ
ロ ナ 感 染 症 ⼊ 院 患 者 を 受 け ⼊ れ た 。ま た 、新 規 の 陽 性 者 が 減 少 し 、他 の 医 療 機
関 等 が 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 病 床 を 縮 ⼩ す る 時 期 に あ っ て も 、 そ の 病 床 を 維 持 し
て 次 の 感 染 拡 ⼤ に 備 え た 。  

ま た 、透 析 が 必 要 な 患 者 を 受 け ⼊ れ る た め の 設 備 の 改 良 、E C M O や ⼈ ⼯ 呼
吸 器 の 増 設 な ど 、重 症 患 者 の 受 ⼊ 体 制 を 強 化 す る と と も に 、公 ⽴ 病 院 の 職 員 と
し て 、 使 命 感 を ⾼ く も っ て 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 へ の 対 応 に あ た っ た 。  

 

《福岡市⺠病院新型コロナ感染症（陽性者）の⼊院患者数と主な病床数の推移》 

 

 

《市⺠病院の病床の主な推移》 
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《福岡市⺠病院 重症度別・⼊院患者数の推移》 

 

 

《福岡市⺠病院 重症度別・⼊院患者数の推移》 
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ウ 新型コロナ感染症禍における課題 

 ［⼈員体制］ 

令 和 ２ 年 度 は 感 染 症 内 科 医 が 常 勤 で ２ 名 で あ っ た た め 、 感 染 が 急 拡 ⼤ し た
際 の 対 応 に 限 界 が あ っ た が 、こ れ に 対 し 、九 州 ⼤ 学 か ら 感 染 症 内 科 医 を 招 聘 し
て 対 応 し た 。  

ま た 、新 型 コ ロ ナ 感 染 症 患 者 に は 集 中 治 療 室（ I C U ）並 の 看 護 配 置 に よ る 管
理 が 必 要 で あ り 、他 の 病 棟 の 看 護 師 を 配 置 し た た め 、⼀ 般 の 病 床 に お い て 、看
護 師 不 ⾜ に よ る 患 者 の 受 ⼊ れ に 限 界 が ⽣ じ た が 、こ れ に 対 し 、局 ⾯ に 応 じ た 看
護 師 の 傾 斜 配 置 や 患 者 の 重 症 度 に 応 じ た 柔 軟 な 応 援 態 勢 の 確 保 、 派 遣 看 護 師
な ど に よ り 対 応 し た 。  

 ［施設・設備］ 

８ 階 病 棟 を 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 専 ⽤ 病 床 と し た こ と に よ り 、 監 視 カ メ ラ な ど
の 設 備 の 不 ⾜ や 、ナ ー ス ス テ ー シ ョ ン 、看 護 師 の 休 憩 室 等 の 不 ⾜ が ⽣ じ た が 、
こ れ に 対 し 、購 ⼊ 可 能 な 設 備 等 は 必 要 な 時 に 購 ⼊ し 、ま た 個 室 病 室 を 休 憩 室 に
す る な ど 、 運 ⽤ ⾯ で 対 応 し た 。  

ま た 、築 3 2 年 の 古 い 施 設 で あ り 、そ も そ も 動 線 確 保 や ゾ ー ニ ン グ 等 の 感 染
症 患 者 を 受 け ⼊ れ る 設 計 に な っ て い な い こ と に よ り 、 感 染 症 及 び ⼀ 般 患 者 の
受 ⼊ れ に 困 難 さ が ⽣ じ た こ と や 、⼀ 般 病 床・病 棟 を 感 染 症 病 床 に 転 化 す る 際 に
病 床 と し て 使 え な い 空 床 病 床 が ⽣ じ る な ど 、 ⾮ 効 率 な 運 ⽤ と な っ た 。  

 ［医薬品・医療機器等］ 

感 染 が 急 拡 ⼤ し た 令 和 ２ 年 ３ ⽉ 及 び ４ ⽉ に は 、全 国 的 な こ と で は あ る が 、個
⼈ ⽤ 防 護 具 を 中 ⼼ に ⼤ 幅 な 不 ⾜ が ⽣ じ た 。な お 、令 和 ２ 年 度 下 期 以 降 は 、供 給
の 安 定 に 加 え 、 外 部 に 借 り 上 げ た 倉 庫 な ど に 必 要 な 資 材 を 備 蓄 す る な ど の 対
応 に よ り 不 ⾜ は 解 消 し た 。  

 

(2)  新型コロナ感染症以外の⼀般医療の提供 

① 外来診療 

ア 市⺠病院が担った部分 

市 ⺠ 病 院 で は 、院 内 の 感 染 対 策 を 講 じ な が ら 、「 通 常 ど お り 」の 医 療 を 提 供
し た 。  

イ 新型コロナ感染症禍における評価 

令 和 ３ 年 ９ ⽉ に 院 内 ク ラ ス タ ー が ⽣ じ た 時 を 含 め 、 外 来 診 療 を 途 切 れ さ せ
る こ と は な か っ た 。  
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※ 患 者 数 の 推 移 （ R 2 年 度 は 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 患 者 を 除 い た 患 者 数 ）  

 R 1 年 度 : 5 3 , 1 5 4 ⼈  →  R 2 年 度 : 4 7 , 9 3 2 ⼈  △ 5 , 2 2 2 ⼈ （ △   9 . 8 % ）  

 

 

② ⼊院診療 

ア 市⺠病院が担った部分 

発 ⽣ 初 期 に お い て は 、新 型 コ ロ ナ 感 染 症 対 応 に 病 床 や 看 護 師 を あ て る な ど 、
新 型 コ ロ ナ 感 染 症 を 優 先 し て 対 応 し つ つ 、ま ん 延 期 に お い て は 、新 型 コ ロ ナ 感
染 症 以 外 の ⼀ 般 医 療 に つ い て も 、順 次 再 開・拡 ⼤ し て 、患 者 の 受 ⼊ れ を ⾏ っ た 。 

イ 新型コロナ感染症禍における評価 

市 ⺠ 病 院 で は 、発 ⽣ 初 期 か ら 感 染 防 ⽌ 対 策 を ⾏ い 、県 内 で 最 ⼤ の 新 型 コ ロ ナ
感 染 症 患 者 を 受 け ⼊ れ な が ら 、 院 内 ク ラ ス タ ー の 発 ⽣ は １ 件 の み で あ っ た 。  

８ 階 病 棟 を 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 専 ⽤ 病 棟 と し た こ と に よ り 、 同 病 棟 を 主 に 使
⽤ す る 内 科 の ⼊ 院 患 者 を 他 の 病 棟 で 受 け ⼊ れ る 必 要 が あ っ た が 、内 科 、外 科 、
救 急 ・ 整 形 そ れ ぞ れ の 病 棟 が 分 担 し て 患 者 の 受 ⼊ を ⾏ っ た 。  

ま た 、⼿ 術 件 数 に つ い て は 、新 型 コ ロ ナ 感 染 症 対 応 に よ る ⼿ 術 制 限 の 影 響 を
受 け て 対 前 年 度 ⽐ 2 . 5 % の 減 と な っ た が 、こ れ は 全 国 ⾃ 治 体 病 院 協 議 会 加 盟 の
2 0 0 床 台 病 院 の 1 3 . 7 % 減 と ⽐ べ る と 減 少 率 は 少 な い 。  

※ ⼊ 院 患 者 数 の 推 移 （ R 2 年 度 は 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 患 者 を 除 い た 患 者 数 ）  

 R 1 年 度 : 6 2 , 2 0 6 ⼈  →  R 2 年 度 : 5 3 , 7 2 2 ⼈  △ 8 , 4 8 4 ⼈ （ △ 1 3 . 6 % ）  

 

(3 )  その他（医療の提供以外の課題） 

○ 2 0 0 床 の ⼀ 般 病 床 を 、 ピ ー ク 時 に は 1 4 7 床 で 運 ⽤ し た こ と に よ り 、 医 業 収 益 が
悪 化 し た 。  

○ 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 特 措 法 に も と づ く 事 業 継 続 計 画 が 機 能 し な か っ た 。  
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Ⅲ 福岡市⺠病院における感染症医療について 

 

１ 市⺠病院における感染症医療についての「役割」 

福 岡 市 に お け る 感 染 症 医 療 に つ い て は 、九 州 医 療 セ ン タ ー（ 中 央 区 ）、福 岡 市 ⺠ 病
院（ 博 多 区 ）、福 岡 ⾚ ⼗ 字 病 院（ 南 区 ）が 第 ⼆ 種 感 染 症 指 定 医 療 機 関 と し て 、ま た 九
州 ⼤ 学 病 院（ 東 区 ）、福 岡 ⼤ 学 病 院（ 城 南 区 ）が ⼤ 学 病 院 と し て 、そ の 役 割 を 中 ⼼ と
な っ て 担 っ て い る 。  

特 に 世 界 的 な 流 ⾏ が 発 ⽣ し た 場 合 に は 、⼀ 般 の 医 療 機 関 で の 対 応 が 可 能 と な る ま で 、
ま ず は 感 染 症 指 定 医 療 機 関 に お い て 迅 速 な 対 応 を ⾏ う と と も に 、⼤ 学 病 院 に お い て は 、
専 ⾨ 医 師 の 応 援 や 重 症 患 者 へ の 対 応 に あ た る な ど 、こ れ ら 医 療 機 関 が 連 携 し て 、そ れ
ぞ れ の 役 割 に 応 じ た 取 り 組 み を ⾏ う こ と が 重 要 で あ る 。  

そ れ を 踏 ま え る と 、市 ⺠ 病 院 に お い て は 、第 ⼆ 種 感 染 症 指 定 医 療 機 関 及 び 公 ⽴ 病 院
と し て 、次 の 役 割 を 果 た す 必 要 が あ る 。な お 、第 ⼆ 種 感 染 症 指 定 医 療 機 関 と し て の 役
割 に つ い て は 、他 の 感 染 症 指 定 医 療 機 関 に お い て も 、同 様 の 役 割 を 果 た し て い く こ と
が 期 待 さ れ る 。  

 

(1)  感染症に対する医療の提供 

① 感染症指定医療機関としての役割 

⼀ 般 の 医 療 機 関 で は 診 療 や ⼊ 院 の 受 ⼊ れ が 困 難 な 、 未 知 の 感 染 症 が 発 ⽣ し た
初 期 の 段 階 に お い て は 、外 来 診 療 、⼊ 院 診 療 と も に 、市 内 感 染 症 医 療 の 最 前 線 で
対 応 し 、 感 染 が 疑 わ れ る 患 者 を 含 め た 軽 症 者 か ら 重 症 者 ま で の 患 者 の 受 ⼊ れ を
⾏ う こ と が 求 め ら れ る 。  

⼀ ⽅ で 、感 染 症 へ の 理 解 が 深 ま り 、⼀ 般 の 医 療 機 関 に お い て も 診 療・検 査 や 軽
症 者 な ど の 患 者 の 受 ⼊ れ な ど が 可 能 と な っ た 段 階 に お い て は 、 市 内 全 体 で の 医
療 の 最 適 化 を ⽬ 的 と し た 受 ⼊ れ 患 者 の 分 散 を 図 る こ と が 必 要 で あ り 、 市 ⺠ 病 院
に お い て も 、中 等 症・重 症 患 者 を 中 ⼼ と し た 患 者 の 受 ⼊ れ な ど 、そ の 求 め ら れ る
医 療 に 応 じ た 役 割 に 柔 軟 に 対 応 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

 

② 公⽴病院としての役割 

「 外 来 診 療 」に お い て は 、市 や 保 健 所 と 連 携 し た 患 者 の 受 ⼊ れ な ど 、市 全 体 の
感 染 症 医 療 を 鑑 み た 患 者 の 受 ⼊ 体 制 を 構 築 し 、診 療・検 査 を 実 施 す る 必 要 が あ る 。 

「 ⼊ 院 診 療 」に お い て は 、感 染 症 が 発 ⽣ し た 初 期 の 段 階 か ら 、最 ⼤ 限 の 感 染 症
専 ⽤ 病 床 を 確 保 す る な ど 、感 染 症 以 外 の ⼀ 般 医 療 を 制 限 し て で も 、感 染 症 へ の 対
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応 を 最 優 先 に し た 医 療 体 制 の 構 築 が 求 め ら れ る 。  

ま た 、市 ⺠ 病 院 の 強 み で あ る 、⾼ 度 専 ⾨ 医 療・救 急 医 療 と 連 携 し て 、腎 臓 病・
⼼ 臓 病 患 者 や ガ ン 治 療 を ⾏ っ て い る 患 者 な ど 基 礎 疾 患 等 を 有 す る 感 染 症 患 者 や
救 急 患 者 の 受 ⼊ れ を ⾏ う と と も に 、 治 療 に 当 た っ て は 先 進 的 な 感 染 症 医 療 を 提
供 す る こ と が 期 待 さ れ る 。  

な お 、外 来 診 療 、⼊ 院 診 療 と も に 、感 染 症 の 最 前 線 で 対 応 を ⾏ う 市 ⺠ 病 院 に は
最 新 の 感 染 症 に 関 す る 情 報 が 集 積 さ れ る た め 、感 染 拡 ⼤ の 防 ⽌ の 観 点 か ら 、他 の
医 療 機 関 に 対 す る 情 報 提 供 や 情 報 共 有 を 積 極 的 に ⾏ っ て い く べ き で あ る 。  

 

(2 )  感染症発⽣時における⼀般医療の提供 

「 外 来 診 療 」に お い て は 、感 染 症 が 発 ⽣ し た 場 合 で あ っ て も 、病 院 内 の 感 染 症 対
策 の 徹 底 な ど に よ る 院 内 感 染 の 防 ⽌ を ⾏ い な が ら 、通 常 ど お り の 医 療 を 提 供 す る こ
と を 期 待 さ れ て い る 。  

な お 、 患 者 の 受 診 控 え 等 に よ る 減 少 な ど 、 需 要 が 少 な く な っ た 診 療 に つ い て は 、
感 染 症 医 療 へ の 応 援 に ま わ る な ど 、柔 軟 な 対 応 を ⾏ う こ と が 必 要 に な る と 考 え ら れ
る 。  

「 ⼊ 院 診 療 」に お い て は 、感 染 症 発 ⽣ 時 の 市 ⺠ 病 院 に は 最 ⼤ 限 の 感 染 症 専 ⽤ 病 床
の 確 保 な ど が 求 め ら れ る た め 、感 染 症 以 外 の ⼊ 院 診 療 に つ い て は 、そ の ⼀ 部 を 制 限
し て で も 感 染 症 へ の 対 応 を 最 優 先 に 実 施 す べ き で あ る 。  

そ の ⼀ ⽅ で 、感 染 者 の 発 ⽣ 状 況 や 他 の 医 療 機 関 で の 感 染 症 患 者 の 受 ⼊ れ が 可 能 と
な っ た 段 階 に お い て は 、そ れ ま で 制 限 を し て い た 医 療 を 段 階 的 に 再 開 し 、可 能 な 限
り 通 常 ど お り の 医 療 を 提 供 す る な ど 柔 軟 な 対 応 が 求 め ら れ る 。  

※委員からの意⾒ 

・医 療 の 現 場 で は 、感 染 症 医 療 と ⼀ 般 医 療 の 提 供 の 割 合 に つ い て 各 病 院 に 任 せ ら
れ て お り 、そ の バ ラ ン ス を 判 断 す る こ と は 個 々 の 病 院 で は 困 難 で あ り 、地 域 の
中 で 整 理 で き る と い い 。  

 

(3 )  新たな役割（地域医療への貢献） 

採 ⾎ や ⼿ 術 な ど の 医 療 ⾏ 為 が ⾏ わ れ る 医 療 機 関 や 、介 護 な ど で ⾝ 体 的 な 接 触 の 多
い ⾼ 齢 者 施 設 に お い て は 、感 染 の 危 険 が ⾼ く 、新 型 コ ロ ナ 感 染 症 禍 に お い て は 、こ
れ ら の 施 設 に お い て ク ラ ス タ ー が 多 く 発 ⽣ し た 。  

特 に 医 療 機 関 に お い て 院 内 感 染 が 発 ⽣ す る と 、他 の 医 療 を 制 限 す る 必 要 が ⽣ じ る
な ど 、 そ の 医 療 機 関 が 担 っ て い る 地 域 医 療 に も ⼤ き な 影 響 が 及 ぶ 。  
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公 ⽴ 病 院 で あ る 市 ⺠ 病 院 に お い て は 、市 ⺠ 病 院 に 蓄 積 さ れ た 知 識・情 報 を 提 供 す
る こ と で 、ク ラ ス タ ー の 発 ⽣ を 未 然 に 防 ぐ な ど 、市 内 の 感 染 拡 ⼤ を 予 防 す る 観 点 か
ら 、 こ れ ら 施 設 に お け る 感 染 症 対 応 の 機 能 を 強 化 に 貢 献 す る こ と が 求 め ら れ る 。  

 

２ 役割を果たすための「取組み」 

市 ⺠ 病 院 に お け る 感 染 症 医 療 に つ い て の 役 割 を 果 た す た め 、次 の 取 組 み を ⾏ う 必 要
が あ る 。  

(1)  ⼈員体制の強化 

感 染 症 が ひ と た び 発 ⽣・拡 ⼤ す る と 、そ の 感 染 ⼒ の 強 弱 は あ る が 、最 前 線 で 、軽
症 か ら 重 症 ま で の 感 染 症 患 者 を 受 け ⼊ れ る こ と が 求 め ら れ る 市 ⺠ 病 院 で は 、平 時 の
感 染 症 内 科 の 体 制 で 対 応 す る こ と は 困 難 な 状 況 と な る 。  

そ の た め「 感 染 症 発 ⽣ 時 」に お い て は 、感 染 拡 ⼤ の 局 ⾯ に 応 じ た 、院 内 の 医 師 及
び 看 護 師 の 診 療 科 を 越 え た 最 適 な 配 置 を ⾏ う と と も に 、院 内 で の 対 応 が 困 難 と な っ
た 段 階 に お い て は 、 外 部 か ら の 医 師 の 応 援 や 、 看 護 師 の 確 保 を ⾏ う 。  

さ ら に 、感 染 症 発 ⽣ 時 の 特 殊 な 状 況 下 に お い て は 、医 師 を 中 ⼼ と し た 医 療 提 供 に
は 限 界 が あ り 、薬 剤 師 や 臨 床 ⼯ 学 技 ⼠ な ど と 連 携 し た チ ー ム 医 療 を 実 施 す る こ と も
求 め ら れ る 。  

⼀ ⽅ で「 平 時 」に お い て は 感 染 症 発 ⽣ 時 に 備 え た 取 組 み が 重 要 で あ り 、院 内 の 対
応 に つ い て 、臨 機 応 変 な ⼈ 員 体 制 の 検 討 と そ の 構 築 や 、感 染 管 理 認 定 看 護 師 な ど の
感 染 症 対 応 ⼈ 材 の 育 成・確 保 を ⾏ う と と も に 、外 部 か ら の 応 援 体 制 や ⼈ 材 確 保 に つ
い て 、⼤ 学 病 院 や 他 の 医 療 機 関 な ど か ら の 応 援 体 制 を 構 築 す る た め の 、そ の 基 準 づ
く り や 病 院 間 の 連 携 を ⾏ う 必 要 が あ る 。  

な お 平 時 に お け る 感 染 症 医 療 は 不 採 算 医 療 で あ る こ と を 鑑 み 、有 事 を ⾒ す え な が
ら も 事 業 継 続 を 前 提 と し た 採 算 性 も 考 慮 し 、平 時 に お け る 感 染 症 医 療 の 最 適 な 組 織
や ⼈ 員 体 制 の 検 討 と そ の 構 築 を ⾏ う 必 要 が あ る 。  

【今後の取組み】 

▶平時 

○ 有 事 に 備 え た 市 ⺠ 病 院 内 で の 臨 機 応 変 な ⼈ 員 体 制 の 検 討 ・ 構 築  

○ 感 染 管 理 認 定 看 護 師 な ど 、 有 事 に 備 え た 市 ⺠ 病 院 内 で の ⼈ 材 育 成 ・ 確 保  

○ 有 事 に 備 え た ⼤ 学 病 院 や 他 の 医 療 機 関 か ら の 医 師 ・ 看 護 師 の 応 援 体 制 構 築
の た め の 基 準 づ く り や 病 院 間 の 連 携  

○ 平 時 に お け る 感 染 症 医 療 の 最 適 な 組 織 ・ ⼈ 員 体 制 の 検 討 ・ 構 築  
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▶感染症発⽣時 

○ 局 ⾯ に 応 じ た 医 師 の 最 適 な 配 置 及 び 外 部 か ら の 応 援 体 制  

○ 局 ⾯ に 応 じ た 看 護 師 の 最 適 な 配 置 及 び ⼈ 材 の 確 保  

○ 薬 剤 師 、 臨 床 ⼯ 学 技 ⼠ な ど と 連 携 し た チ ー ム 医 療 の 実 施  

※委員からの意⾒ 

・感 染 が 拡 ⼤ し て い る 同 じ 地 域 内 で の ⼈ の 応 援 体 制 は 難 し い と 思 わ れ 、広 域 的 な
他 の 地 域 か ら の 応 援 体 制 に つ い て 検 討 を ⾏ う 必 要 が あ る の で は な い か 。  

・有 事 の 際 で も 、ス タ ッ フ は あ る 程 度 柔 軟 に 仕 事 が で き る と 思 う が 、設 備 が な い
と ど う し よ う も な い 。設 備 機 器 に つ い て 、し っ か り と し た 考 え ⽅ を 持 っ て お く
こ と が ⼤ 事 な の で は な い か 。  

 

(2 )  施設・設備の機能向上 

「 感 染 症 発 ⽣ 時 」に お い て は 、感 染 症 患 者 と そ の 他 の 患 者 の 動 線 を 分 け る こ と や 、
病 室 に 陰 圧 装 置 の 設 置 が 必 要 と な る こ と な ど 、通 常 と は 異 な る 施 設・設 備 が 必 要 と
な る が 、市 ⺠ 病 院 は 築 3 2 年 を 経 過 す る 古 い 建 物 で あ り 、感 染 症 病 床 を 有 す る 救 急
診 療 棟 以 外 は 、 基 本 的 に 感 染 症 患 者 の 受 ⼊ れ に 対 応 す る 施 設 に な っ て い な い 。  

そ の よ う な 状 況 で あ っ て も 、新 型 コ ロ ナ 感 染 症 患 者 受 ⼊ に あ た っ て は 、臨 時 の 検
査 場 所 、待 機 場 所 の 設 置 、⼀ 般 病 床 を 感 染 症 病 床 に 転 換 し た 際 に 必 要 と な る 看 護 師
の 休 憩 場 所 な ど に つ い て 、 ⼯ 夫 し な が ら 対 応 を ⾏ っ て き た 。  

こ れ ら の 対 応 に つ い て は 、今 後 、感 染 症 が 発 ⽣ し た 場 合 で あ っ て も 同 様 に 取 れ る
も の で あ り 、次 の 感 染 症 が 発 ⽣ し た と き に は 、想 定 さ れ る 対 応 を 先 ⾏ し て 実 施 す る
必 要 が あ る 。  

⼀ ⽅ で「 平 時 」に お い て は 、感 染 が 拡 ⼤ し た と き に 、よ り 多 く の 病 床 で 対 応 が 出
来 る よ う 、緊 急 事 態 が ⽣ じ た 際 に は 、病 室 、病 棟 単 位 で 陰 圧 が 出 来 る よ う な 簡 易 の
陰 圧 設 備 の 導 ⼊ や 、区 画 を 分 離 で き る 設 備 な ど 、感 染 症 に 機 動 的 に 対 応 で き る 施 設・
設 備 の 検 討 を ⾏ い 、病 院 施 設 の 修 繕 等 に 合 わ せ た 、感 染 症 機 能 の 強 化 が 求 め ら れ る 。 

【今後の取組み】 

▶平時 

○簡易の陰圧設備の導⼊や区画を分離できる設備など機動的な施設・設備の検討 

○ 病 院 施 設 の 修 繕 等 に 合 わ せ た 感 染 症 機 能 の 強 化  
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▶感染症発⽣時 

○ 新 た な 感 染 症 が 発 ⽣ し た 場 合 、臨 時 の 検 査 場 所 、患 者 の 待 機 場 所 、看 護 師 の
休 憩 場 所 の 確 保 な ど 、 ま ん 延 時 を ⾒ す え た 想 定 さ れ る 対 応 を 先 ⾏ し て 実 施  

※委員からの意⾒ 

・応 急 的 に で き る 対 応 と 、今 後 の 市 ⺠ 病 院 の 建 替 を ⾒ す え た 対 応 に 分 け て 、今 後
計 画 し て い く 必 要 が あ る 。  

 

(3)  医薬品・医療機器等の確保 

新 型 コ ロ ナ 感 染 症 の 発 ⽣ 初 期 に お い て は 、個 ⼈ ⽤ 防 護 具 を 中 ⼼ に 世 界 的 な 医 療 資
機 材 の 不 ⾜ が ⽣ じ た 。こ れ を 踏 ま え 、市 ⺠ 病 院 で は 現 在 、外 部 の 倉 庫 な ど も 活 ⽤ し 、
必 要 な 備 蓄 を ⾏ っ て い る と こ ろ で あ る 。  

「 平 時 」に お い て も 、そ れ を 継 続 し て ⾏ う と と も に 、必 要 な 医 薬 品・医 療 機 器 等
を 確 保 に 向 け て 、感 染 症 発 ⽣ 時 に 短 期 間 か つ 優 先 的 に 供 給 を 受 け る こ と が で き る よ
う な 事 業 者 と の 連 携 の 検 討 な ど を ⾏ っ て お く 必 要 が あ る 。  

【今後の取組み】 

▶平時 

○ 有 事 に 備 え た 医 薬 品 ・ 医 療 機 器 等 の 確 保  

 

(4 )  その他 

「 感 染 症 発 ⽣ 時 」に お い て 、市 ⺠ 病 院 は 感 染 症 を 最 優 先 に し た 医 療 体 制 の 構 築 が
求 め ら れ る が 、そ の 受 ⼊ れ 患 者 に つ い て も 感 染 拡 ⼤ の 局 ⾯ に お い て 増 減 す る こ と や 、
⼀ 般 病 床 を 感 染 症 病 床 に 転 換 す る こ と に よ る 空 床 の 発 ⽣ な ど 、⾮ 効 率 な 病 床 運 ⽤ と
な る 可 能 性 が ⾼ い 。⼀ ⽅ で 、公 ⽴ 病 院 と し て 安 定 し た 経 営 も 求 め ら れ て い る と こ ろ
で も あ る こ と か ら 、活 ⽤ で き る 補 助 ⾦ に つ い て の 情 報 収 集 と そ の 獲 得 を 確 実 に ⾏ う
必 要 が あ る 。  

「 平 時 」に お け る 取 組 み に つ い て は 、新 た な 役 割 と な る「 地 域 医 療 へ の 貢 献 」の
取 組 み と し て 、医 療 機 関 や ⾼ 齢 者 施 設 な ど に 対 し 、そ れ ぞ れ の 施 設 内 で の 感 染 予 防
対 策 や 感 染 症 対 応 の 知 識 を 有 す る ⼈ 材 育 成 を ⾏ う な ど 感 染 症 対 応 能 ⼒ の 向 上 を ⽬
的 と し た 、感 染 症 対 策 に 関 す る 研 修 や 感 染 管 理 認 定 看 護 師 の 派 遣 な ど が 求 め ら れ る 。 

ま た 、想 定 を 超 え る 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 禍 で は 、新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 特 別 措 置 法
に も と づ く 事 業 継 続 計 画 が 有 効 に 機 能 し な か っ た こ と も 鑑 み 、次 の 新 興 感 染 症 に 備
え る た め 、 今 回 の 経 験 を 踏 ま え た 事 業 継 続 計 画 の ⾒ 直 し が 必 要 で あ る 。  
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【今後の取組み】 

▶平時 

○ 施 設 運 ⽤ や ⼈ 材 育 成 な ど の 感 染 症 対 応 能 ⼒ の 向 上 を ⽬ 的 と し た 市 内 の 医 療
機 関 に 対 す る 情 報 提 供  

○ 事 業 継 続 計 画 （ B C P ） の ⾒ 直 し  

▶感染症発⽣時 

○ 安 定 し た 経 営 の た め の 補 助 ⾦ の 積 極 的 な 活 ⽤  

 

３ 今後の検討課題 

現 在 の 市 ⺠ 病 院 で は 対 応 が 不 可 能 な 以 下 の 事 項 に つ い て は 、今 後 の 検 討 課 題 と し て
整 理 す る 。  

(1 )  今後の国の医療政策の⾒直しで求められる公⽴病院としての役割への対応 

現 在 、国 に お い て は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ま ん 延 を 契 機 と し た 医 療 政 策 の ⾒ 直 し を
⾏ っ て い る と こ ろ で あ り 、「 医 療 計 画 」に つ い て は 本 年 ５ ⽉ に 、次 期 医 療 計 画 の 記
載 事 項 と し て 感 染 症 医 療 が 位 置 づ け ら れ た と こ ろ で あ る が 、「 地 域 医 療 構 想 」の ⾒
直 し や「 公 ⽴ 病 院 改 ⾰ ガ イ ド ラ イ ン 」の 改 正 に つ い て は 、い ま だ 提 ⽰ さ れ て い な い 。  

今 後 、感 染 症 医 療 に お け る 公 ⽴ 病 院 に 求 め ら れ る 役 割 が 国 か ら 提 ⽰ さ れ る ⾒ 込 み
だ が 、 そ れ を 踏 ま え た 市 ⺠ 病 院 の 役 割 に つ い て も 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

 

(2 )  感染症機能を強化する⼤規模な施設整備 

市 ⺠ 病 院 は 、築 3 2 年 の 古 い 病 院 で あ る こ と 、ま た 設 ⽴ 当 初 は 感 染 症 内 科 を 有 し
て い な か っ た こ と な ど か ら 、 動 線 を 含 め た 感 染 症 対 応 の 施 設 と な っ て い な い 。  

感 染 症 医 療 に お い て は 、感 染 拡 ⼤ を 防 ⽌ し 、安 全 に 医 療 を 提 供 す る た め 、病 原 体
で 汚 染 さ れ て い る 区 域 と そ れ 以 外 の 区 域 に 区 分 け す る こ と が 基 本 と な る こ と か ら 、
今 後 、 施 設 全 体 で 感 染 症 に 対 応 で き る 整 備 に つ い て も 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

 

(3 )  感染症サーベイランスにおいて担う役割 

福 岡 市 で は 、地 ⽅ 衛 ⽣ 研 究 所 で あ る「 福 岡 市 保 健 環 境 研 究 所 」に お い て 、市 内 で
流 ⾏ し て い る 病 気 の 原 因 ウ イ ル ス を 調 べ る 「 感 染 症 発 ⽣ 動 向 調 査 」 を ⾏ っ て い る 。 

感 染 症 に 対 す る 有 効 か つ 的 確 な 予 防 対 策 を 図 り 、多 様 な 感 染 症 の 発 ⽣・拡 ⼤ を 防
⽌ す る た め に は 、 患 者 を 診 断 し た 医 療 機 関 、 管 内 の 患 者 情 報 の 解 析 を ⾏ う 保 健 所 、
患 者 情 報 、病 原 体 情 報 の 解 析 を ⾏ う 地 ⽅ 衛 ⽣ 研 究 所 と の 連 携 が 重 要 で あ り 、市 ⺠ 病
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院 に お い て 担 う 役 割 を 、 今 後 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

 

４ まとめ 

公 ⽴ 病 院 は 、感 染 症 や ⾼ 度 専 ⾨ 医 療 、救 急 医 療 と い っ た 、い わ ゆ る 不 採 算 医 療 や 政
策 的 医 療 の 実 施 が 役 割 と さ れ て い る が 、こ れ ま で 医 療 の 効 率 的 運 営 、経 済 的 な 問 題 か
ら 、平 時 の 医 療 提 供 体 制 に お け る 公 ⽴ 病 院 の ⾚ 字 体 質 、⾮ 効 率 的 体 質 が 問 わ れ 、再 編・
統 合 ・ 廃 ⽌ な ど の 論 議 が ⻑ 年 進 め ら れ て き た 。  

⼀ ⽅ で 、公 ⽴ 病 院 を 設 置 す る ⾃ 治 体 や 病 院 か ら は 、⾮ 常 時 に 備 え た 病 床 機 能 、政 策
的 医 療 の 確 保 が 不 可 ⽋ と し て き た と こ ろ で あ る が 、今 回 の 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 を 経 験 し 、
改 め て ⾮ 常 時 に 備 え た 医 療 体 制 の 構 築 の 必 要 性 が 認 識 さ れ た と こ ろ で あ る 。  

特 に 感 染 症 医 療 に つ い て は 、新 型 コ ロ ナ 感 染 症 禍 に お い て 、有 事 に 備 え た 平 時 の 体
制 を 含 め 、 ⺠ 間 の 医 療 機 関 で 担 う こ と が 困 難 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

そ の た め 市 ⺠ 病 院 に は 、今 回 の 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 の よ う な 治 療 法 が 確 ⽴ さ れ て い な
い 新 興 感 染 症 へ の 対 応 に お い て 、公 ⽴ 病 院 の 責 務 と し て 、地 域 住 ⺠ の ⽣ 命 を 守 る た め
率 先 し て の ぞ む と と も に 、福 岡 市 の 対 策 に お け る 中 核 的 な 役 割 を 果 た す こ と が 求 め ら
れ る 。  

こ の 役 割 を 果 た す た め に は 、平 時 か ら 第 ⼆ 種 感 染 症 指 定 医 療 機 関 と し て 感 染 症 へ の
備 え を ⾏ う と と も に 、地 域 の 医 療 機 関 と の 連 携 を ⾏ う こ と が 重 要 で あ り 、市 ⺠ 病 院 に
お い て は 、可 能 な 取 組 み か ら す ぐ に と り か か り 、福 岡 市 ⺠ の ⽣ 命 と 健 康 を 、ま た 地 域
医 療 を 守 る た め 、 感 染 症 医 療 の 強 化 に 努 め る べ き で あ る 。  
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１  福岡市病院事業運営審議会感染症専⾨部会設置要綱 
 

 

（設置） 
第１条 市⻑の諮問に応じ、福岡市⺠病院の感染症医療について検討するため、福岡

市病院事業運営審議会（以下「審議会」という。）に専⾨部会として感染症部会を
設置する。 
 
（所掌事務） 

第２条 専⾨部会は福岡市⺠病院の感染症医療について検討し、審議会に対し意⾒報
告を⾏う。 

  
（組織） 

第３条 専⾨部会は、委員６⼈以内で組織する。 
 
 （委員） 
第４条 専⾨部会の委員は、以下の各号に定める基準により、審議会会⻑が任命する。 

(1) 感染症医療を提供する医療関係者 
(2) 地域医療を代表する医療関係者 
(3) 市⺠病院の体制づくりに影響の⼤きな病院 
(4) 医療経営について専⾨的知⾒を有する学識経験者 

２ 委員は、やむを得ない事情により部会の会議に出席できないときは、当該委員が
委任する代理者を出席させることができる。この場合において、部会の会議に出席
する代理者は、委員とみなす。 

 
（委員の任期） 

第５条 委員の任期は、意⾒報告までとする。 
 
（部会⻑） 

第６条 専⾨部会に部会⻑を置き、委員の互選によってこれを定める。 
２ 部会⻑は専⾨部会の会務を総理する。 
 
（会議） 

第７条 専⾨部会の会議は、部会⻑が招集し、会議の議⻑を務める。 
２ 専⾨部会は、委員の過半数の出席がなければ会議を開くことができない。 
３ 部会⻑は、必要があると認めるときは、委員以外の者に会議への出席を求め、⼜

は別の⽅法により意⾒を聴取することができる。 
４ 専⾨部会の議事は出席委員の過半数で決し、可否同数のときは部会⻑の決すると

ころによる。 
 
 （会議の公開） 
第８条 専⾨部会の会議は、これを公開する。 
２ 福岡市情報公開条例第７条各号及び第 38 条ただし書に基づいて、会議の⼀部⼜は

全部を⾮公開とする決定は、部会⻑がこれを⾏う。 
 

（庶務） 
第９条 専⾨部会の庶務は、保健福祉局健康医療部医療事業課において処理する。 
 
（その他） 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、専⾨部会の運営等に関し必要な事項は、部会
⻑が定める。 

 
  附 則 

１ この要綱は、令和３年 10 ⽉４⽇から施⾏する。 
２ 部会設置後、最初の部会は、第７条第１項の規定にかかわらず、審議会会⻑が招

集する。 



２  感 染 症 専 ⾨ 部 会 委 員 名 簿  
 

 ◎ は 部 会 ⻑  

                           （ 敬称 略 ）   
 
 

３  感染症専⾨部会開催状況  

職   名 ⽒   名 

  九 州 ⼤ 学 病 院  院 ⻑ ⾚  司   浩  ⼀ 

 福 岡 ⼤ 学 病 院  院 ⻑  岩  﨑   昭  憲 

  九 州 医 療 セ ン タ ー  院 ⻑ 森  ⽥   茂  樹 

 原 三 信 病 院  理 事 ⻑   平    祐  ⼆  

  福 岡 市 医 師 会  会 ⻑ ◎ 平  ⽥   泰  彦   

 九 州 ⼤ 学 ⼤ 学 院 医 学 研 究 院  助 教  ⼊  江   芙  美 

開 催 ⽇  議 題 等  

第 １ 回  
令 和 ３ 年  
 1 0 ⽉ 2 8 ⽇  

・新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 禍 に お け
る 市 ⺠ 病 院 の 対 応 の 「 検 証 」  

第 ２ 回  
令 和 ３ 年  
 1 2 ⽉  ２ ⽇  

・市 ⺠ 病 院 に お け る 感 染 症 医 療 の あ り
⽅ （ 案 ） に つ い て  

・ 審 議 会 へ の 報 告 に つ い て  

審 議 会 へ の  
最 終 報 告  

令 和 ４ 年  
  １ ⽉ 3 1 ⽇  
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